
 

 

 

 

 

「1 学期を振り返り、夏休みに向けて」 

                             秋馬 信之 

１ 令和 6年度スタート 

 令和 6年 4月 8日、1年生 29名が武蔵台小中学校に入学し、全校児童生徒 304名で今

年度がスタートしました。本校は義務教育学校として、9年間の連続性と系統性のある教

育課程を編成し、後期課程の制服自由化、台っ子清掃や台っ子遊びなどの異年齢の交流

活動や地域の教育力を生かした特色ある教育活動を行っています。また、前期課程にお

ける一部教科担任制も実施しています。 

武蔵台小中学校は、一人一人が持続可能な社会の担い手として、グローバルで多様な社

会を生き抜くために必要な資質・能力を備えた子どもたちを育むために、学校教育目標

を「自立  かんがえる子・じょうぶな子」「創造  かんどうする子」「共生 なかよくする子」

のもと、多様な教育活動を展開しています。 

 

 

 

 

         

【入学式・進級式】 【制服自由化：授業に集中】 【委員会活動】    【台っ子清掃】 

２ 笑顔をで高みを目指す台っ子 

  武蔵台地区として育てたい児童生徒像は「たくましく未来を切り拓き一歩上を目指す

台っ子」です。そして、目指す学校像は「地域に愛され、みんなが笑顔で安心して過ご

せる学校」です。子どもたちは、昨日より今日、今日より明日と、高みを目指し頑張り

ました。 

  朝の登校では笑顔で挨拶してくれる子どもたち。授業中は課題に積極的に向き合い、

仲間と共に学びを深めていく子どもたち。ビオトープで目を輝かせながらオタマジャク

シやヤゴを見つけはしゃいでいる子どもたち。オーストラリアのタスマニアの学校と笑

顔でビデオチャットによる交流をする子どもたち。友人と寝食をともにした宿泊学習や

修学旅行では、弾けんばかりの笑顔が溢れていた子どもたち。学校総合体育大会では、

充実感と達成感の笑顔を見せてくれた子どもたち。この 1 学期間、武蔵台小中学校の子

どもたちは、高みを目指し大活躍でした。 

 

 

 

 

 

【2 年生ビオトープでの観察】【5年生ビデオチャットで交流】 【8 年生宿泊学習】  【卓球部団体優勝】 

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦・交流・表現」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 
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３ 規則正しい生活を 

  夏休みは夜更かしや朝寝坊など、生活習慣が崩れやすくなります。夏休み中も早寝・

早起き・朝ご飯を継続し、十分な睡眠、バランスのとれた食事、適切な運動など規則正

しい生活を心掛けてください。また、夏休みは 37 日間。時間にして 888 時間、分にすれ

ば 53280分です。時間は誰にも等しく与えられています。時間をどう使うかは自分次第。

目標をしっかり立て生活をしてください。 

４ パリオリンピック 

  今年の夏はパリオリンピックが開催されます。皆さんもご存知のとおり、日高市出身

の小山直城選手が男子マラソンで出場します。先日応援メッセージを小山選手に送りま

したが、是非小山選手を応援してください。日本とパリの時差は 7 時間あり、現地時間

が午前１０時なら日本は午後 5時になります。男子マラソンのスタート時刻は 8月 10日

（土）現地時間午前 8時、日本時間午後 3時のスタートになります。頑張れ、小山選手！ 

【武蔵台小中学校の皆さんへ】  

小山選手は私の高麗川中の時の教え子です。メールでメッセージを送ってもらいました。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

５ いのちを大切に 

 外出が増える夏休みは、事件・事故に遭遇する可能性が大きくなります。特に交通事故

が心配です。自転車で移動する際は、ヘルメットを着用することが道路交通法で努力義務

となっております。自分の身を守るうえでも、ヘルメット着用を心がけてください。また、

熱中症、水難事故など、十分に気を付けてください。特に熱中症については、のどが渇い

てから水分補給をするのではなく、1 時間に 1 回など時間を決めて水分補給することや、

外出・活動前に水分補給するなど、こまめに水分補給を心掛けてください。 

 児童生徒の皆さん、夏休みが明日から始まります。暫くの間、皆さんとは会えませんが、

安全で充実した夏休みになることを期待しています。夏休み期間中、苦しい思いや不安を

抱えるような出来事があった場合は、決して自分一人で悩んだり、無理をして頑張ったり

しなくてもいいのです。人は自分一人ではどうにもならないときもあるのです。誰かに話

を聞いてもらうだけで、気持ちがホッとするものです。夏休みに先生方が学校にいるとき

は連絡をください。連絡がつかないときは、下記の相談窓口に連絡をしてください。 

 

 

・ 

〇武蔵台小中学校 ℡042-982-2220・2221  （土日祝日・学校閉庁日（8/13～16）は不在） 
  ※土日祝日・学校閉庁日は、日高市教育委員会学校教育課  ℡０４２－９８９－２１１１（代） 
※先生方は概ね 8時 30分頃から１７時頃までいます 
※相談員の青山さんは７/２５（木）26（金） 8/22（木）23（金） 在校（９：３０～12:00） 

〇市の相談窓口 教育相談室 042-989-7879 （１０：００～１７：００） 
〇県の相談窓口  電話相談 ♯7300 または 0120-86-3192 （２４時間対応） 
〇県の相談窓口 よい子の教育電話相談 04８-556-0874（２４時間対応）  

〇埼玉いのちの電話 048-645-4343（２４時間対応） 
〇子どもスマイルネット 048-822-7007（１０：３０～１８：００） 
〇さいたまチャイルドライン 0120-99-7777（１６：００～２１：００） 

 

 

・１つ目は「継続」することの大切さです。私は中学の部活動から陸上競技を始め、オリンピック内定を決める
までに 14年間もかかりました。その間、殆どが苦しいことや負けて悔しいことが多かったですが、夢の舞台であ
るオリンピックを決めたときは嬉しく、競技を続けていてよかったと思い、改めて諦めずに継続することの大切
さを学びました。皆さんもこれからの生活を通じて、自分の好きなことや興味のあることを見つけ、途中で困難
があっても立ち向かい、仲間や家族、周りの人と助け合い自分の夢や目標に挑戦し続けてほしいと思います。 
・2つ目は「応援」することの素晴らしさです。オリンピック内定を獲得した後、多くの方々に「オリンピック頑
張れ」と応援していただき、とても嬉しく、そして改めてオリンピック内定したことをより実感しました。その
時、感じたことは「応援」の素晴らしさと、その力の大きさです、周りの仲間が頑張っていることを、是非「応
援」してあげてください。私も家族や会社の方々、友達など多くの方の応援がなければオリンピック内定は実現
できませんでした。それほど応援の力は大きく、人の心を動かします。是非、周りの人たちを「応援」できる人
になっていきましょう。 
 最後になりますが、夏休みを楽しみ、いろいろな事に挑戦してみてください。 

  


